
　３月23日に「大滝ダム竣工式」が開催されました。

　大滝ダムサイトでダム湖名「おおたき龍神湖」が刻まれた石碑の除

幕や記念植樹などのセレモニーが行われ、小学校体育館で記念式典が

執り行われました。

　この日を節目に、川上村はあらためて「ダム後の村づくり」に取り

組んでいきます。※詳しくは、本紙10～12ページ参照

平成25年４月10日発行

祝　大滝ダム竣工 ３． 23

みんなでダム後の村づくり　　　２

かわかみ教育（教育長通信）　　３

第１回川上村議会定例会　　６～８

大滝ダム竣工式　　　　　　10～12

まんぞくガイド　　　　　　　　20

図書館だより　　　　　　　　　21

祝　大滝ダム竣工 ３． 23
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《川上村役場総務税務課まで

　　　　　ご意見などをお聞かせください。》

F A X　０７４６－５２－０３４５

E-mail　soumu@vill.nara-kawakami.lg.jp

シリーズ⑧ 　公務員に、さらなる能力アップを求めます。

　何事にも、それぞれに立場や役割があります。

　村づくりで言えば、「住民の役割」「議会の役割」「行政（公務員）の役割」に大きく分けられます。

中でも行政の役割は、相当に大きなものがあると思います。

　私は昨年 7月の就任以来、ずーっと「ダム後の村づくりをみんなで一緒に…！」と訴え続けてき

ました。その言葉に、今も変わりありません。

　しかしながら、「一緒に」の中にも、それぞれの立場や役割において大きさや役割が違うはずです。

　なぜなら、行政は「給料をいただいて“本業”としている」ことがほかの立場と決定的に違いま

す。研修や研究、調査、情報収集などすべてにわたり、条件が圧倒的に優位です。そう。恵まれて

いるんです。「村づくりを考え、それを実践する」にあたり、少なくとも行政と議会や住民との間

では大きな違いがあります。このため「一緒に考える」という場合でも、その優位性（特異性）を

存分に発揮しなければなりません。逆に言えば、議会や住民は「大いに行政（職員）を使うべきで

ある」と言えます。

　現在、その職員に対し、あらためて現状を認識し、さらに能力を発揮するための意向調査（今日

までに 4 回）を継続して実施しています。（その優位な立場を駆使し、能力を発揮してもらわなけ

れば困るのです……。）

　行政には、まだまだ能力が眠っているように思います。

　村づくりの圧倒的な“原動力”となるのが行政の役割でしょう。

　そのために“本業”として研修や研究、研
けん

鑽
さん

を積む機会を与えられているはずです。

　これから始まる（仮称）集落懇談会や（仮称）村づくり塾で話題になる問題に、的確に対応する

ことや正しい判断力が行政（公務員）に求められます。

　さらに格段の努力を求めて行きたいと思います。

　とはいえ、まずは「もっともっと親切丁寧に！」に、そして「心の行き交う行政とは何か？」か

ら、あらためて取り組みたいと考えています。
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①
～
⑤
を
３
年
間
、
ま
じ
め
に
繰
り

返
し
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
学
習
習

慣
が
定
着
す
る
の
に
併
せ
て
学
力
が
向

上
し
、
そ
の
結
果
が
進
路
先
に
現
れ
て

い
る
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　
進
路
を
決
め
る
と
き
、
合
格
可
能
な

高
校
が
複
数
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
自
分

の
特
性
に
合
う
高
校
を
選
べ
る
こ
と
は

喜
び
で
あ
り
、
幸
せ
で
す
。

　
今
春
の
卒
業
生
は
全
員
が
高
校
進
学

を
希
望
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
高
校
進
学
を
話
題
に
し
ま
し
た

が
、
進
路
は
高
校
に
進
学
す
る
こ
と
だ

け
に
限
り
ま
せ
ん
。
進
路
は
さ
ま
ざ
ま

あ
り
ま
す
。
ど
の
道
に
進
も
う
と
も
、

進
む
べ
き
道
を
選
択
で
き
る
喜
び
を
生

徒
た
ち
に
味
わ
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

中
学
校
で
あ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
そ
の
前
提
と
し
て
、
確
か
な
学
力
を

備
え
さ
せ
る
こ
と
は
欠
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、都
会
の
学
校
の
児
童
・

生
徒
た
ち
と
学
力
に
格
差
の
な
い
学
校

づ
く
り
を
行
う
こ
と
は
、
へ
き
地
の
親

の
心
身
的
・
経
済
的
な
負
担
軽
減
に
大

き
く
寄
与
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　
小
・
中
学
校
で
は
義
務
教
育
プ
ラ
ン
の

取
り
組
み
を
推
進
し
、
９
年
間
の
学
校
生

活
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
に
確
か
な
学
力

を
備
え
さ
せ
る
努
力
を
今
後
も
続
け
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
春
の
中
学
校
卒
業
生
は
９
名
で
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
先
生
の
指
導
を
真
面

目
に
受
け
、
互
い
が
励
ま
し
合
い
、
ほ

と
ん
ど
の
生
徒
が
目
標
と
す
る
学
校
に

合
格
で
き
ま
し
た
。
中
に
は
、
目
標
を

ア
ッ
プ
し
て
合
格
を
勝
ち
得
た
生
徒
も

い
た
よ
う
で
す
。

全
員
そ
ろ
っ
て
公
立
高
校
生
に
！

～
平
成
24
年
度
中
学
校
卒
業
生
の
進
路
～

　
広
報
３
月
号
で
紹
介
し
た
と
お
り
、

小
・
中
学
校
で
は
義
務
教
育
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
川
上
中
学
校
で
は
、
そ
の
一
環
と
し

て
、
塾
に
頼
ら
ず
と
も
、
通
常
の
学
校

生
活
の
中
で
確
か
な
学
力
を
備
え
さ
せ

る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
本
人
希
望
の

進
路
を
選
ぶ
手
だ
て
と
し
て
、「
家
庭

で
の
学
習
の
充
実
」
を
め
ざ
し
、
取
り

組
み
を
始
め
て
３
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
そ
の
一
期
生
が
今
春
に
卒
業
し
た

９
名
で
す
。

確
か
な
学
力
を
備
え
る
取
り
組
み

◇
家
庭
学
習
の
充
実
を
図
る

　
家
庭
学
習
で
は
、
国
・
社
・
数
・
理
・

英
５
教
科
の
復
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
手
順
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
先
生
が
生
徒
に
教
科
の
復
習
範
囲
を

示
し
ま
す
。

②
生
徒
は
、
示
さ
れ
た
範
囲
を
学
習

し
、
学
習
内
容
を
「
自
主
学
習
ノ
ー

ト
」
に
記
録
し
て
、
指
定
日
に
先
生

に
提
出
し
ま
す
。

③
指
定
日
に
は
、
始
業
前
に
10
分
間
の

「
家
庭
学
習
確
認
小
テ
ス
ト
」
を
実

施
し
ま
す
。

④
先
生
か
ら
、
小
テ
ス
ト
の
結
果
と
自

主
学
習
ノ
ー
ト
の
内
容
に
つ
い
て
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
す
。

⑤
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
と
に
、
小
テ
ス
ト

と
自
主
学
習
ノ
ー
ト
を
見
直
し
、
次

の
日
に
先
生
へ
提
出
し
ま
す
。

◇
取
り
組
み
の
方
法

◇

結

果

教
育
か
わ
か
み

第
４
回

教
育
長
通
信

４
・
５
月
の
学
校
の
動
き

〈
小
学
校
〉

〈
中
学
校
〉

４
月

８

平
成
25
年
度
始
業
式

９

入
学
式

10

入
学
式

11

給
食
開
始

15

家
庭
訪
問

16

家
庭
訪
問

17

修
学
旅
行

（
20
日
ま
で
）

24

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

（
小
６
と
中
３
）

26

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

28

創
立
記
念
日

30

歓
迎
集
会

５
月

２

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

８

ス
ポ
ー
ツ

　
　
テ
ス
ト

実
力
テ
ス
ト

村
教
育
振
興
会
総
会

村
人
権
教
育
研
究
会
総
会

10

村
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
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本
日
こ
こ
に
平
成
25
年
度
予
算
案
を
は
じ
め
多
数
の
案
件
を
提
出
し
て
議
会
の
審

議
を
お
願
い
す
る
に
あ
た
り
、
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ
、
議
員
各
位
並
び
に
村
民
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

予
算
編
成
に
あ
た
り

　
国
の
政
治
は
、
昨
年
末
に
新
し
い
政

権
が
誕
生
し
、
安
倍
内
閣
が
経
済
対
策

等
の
立
て
直
し
を
め
ざ
す
〝
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
〟
と
言
わ
れ
る
政
策
を
打
ち
出
す

と
、
早
々
に
円
安
が
す
す
み
株
価
が
上

が
る
な
ど
の
効
果
が
あ
ら
わ
れ
、
国
民

の
期
待
は
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

　
昨
今
、
国
と
地
方
の
協
議
の
場
が
整

え
ら
れ
、「
地
方
の
振
興
が
な
け
れ
ば

国
の
発
展
は
な
し
」
の
合
意
が
あ
り
ま

し
た
よ
う
に
、
地
方
や
山
村
に
お
い
て

も
、
こ
の
効
果
を
少
し
で
も
早
く
実
感

し
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
一
方
奈
良
県
で
は
、
国
の
緊
急
経
済

対
策
（
補
正
分
）
を
含
め
ば
、
９
年
ぶ

り
の
大
規
模
な
予
算
に
な
る
見
込
み

で
、
雇
用
や
観
光
を
重
点
に
、
引
き
続

き
南
部
・
東
部
の
振
興
に
取
り
組
む
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
本
村
で
は
引
き
続
き

「
水
源
地
の
村
づ
く
り
」
を
推
進
し
、

「
川
上
宣
言
」
の
具
現
化
に
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

ま
ず
は
こ
の
23
日
の
「
大
滝
ダ
ム
竣
工

式
」
を
無
事
に
終
え
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議

長
、
副
議
長
を
は
じ
め
議
員
の
皆
さ
ま

に
は
格
段
の
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
、
改
め
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
そ
の
う
え
で
、
環
境
や
水
源
地
保
全

を
テ
ー
マ
に
、
村
の
思
い
を
共
有
で
き

る
企
業
や
法
人
、
大
学
等
と
の
連
携
、

交
流
を
さ
ら
に
積
極
的
に
展
開
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
対
外
的
な
連
携
を
よ
り
深
め
る
た
め

に
も
、
水
源
地（
村
内
）の
元
気
と
活
力

が
大
事
で
あ
り
ま
す
。
地
域
や
集
落
の

活
力
を
取
り
戻
す
仕
組
み
づ
く
り
や
取

り
組
み
を
見
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
際
、
大
き
な
集
落
も
小
さ
な
集
落

も
、
ま
た
老
い
も
若
き
も
力
を
合
わ

せ
、
ダ
ム
後
の
村
づ
く
り
を
前
進
さ
せ

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

さ
ら
に
親
切
か
つ
丁
寧
な
心
の
行
き
交

う
行
政
を
め
ざ
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
水
源
地
域
の
保
全
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
の
事
業
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め

に
も
、
新
し
く
川
上
村
ら
し
い
風
景
を

創
出
す
べ
く
「
景
観
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
策
定
し
、
そ
の
方
針
に
基
づ
い
て
山

林
保
全
や
法の

り

面め
ん

保
護
事
業
、
湖
面
の
利

活
用
、
旧
白
屋
地
区
跡
地
整
備
等
に
つ

い
て
具
現
化
を
図
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
大
滝
ダ
ム
史
の
編
さ
ん

作
業
に
も
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
活
性
化
事
業
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
区
長
会
等
で
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
春
か
ら
「（
仮

称
）
集
落
懇
談
会
」
を
実
施
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
私
は
こ
の
懇
談
会
を
〝
宝

物
さ
が
し
〟〝
魅
力
の
掘
り
起
こ
し
〟

と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
作
業
の

中
で
、
住
民
と
行
政
（
役
場
）
の
〝
役

割
〟
や
〝
協
働
〟
が
生
ま
れ
、「
地
域

の
活
力
を
取
り
戻
す
き
っ
か
け
に
な
ら

な
い
か
」
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」を
新
年
度
に
新
設
し
、村
外
の
方
々

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
お
知
恵
を
拝
借
し
、

実
働
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

先
月
か
ら
始
め
た
「（
仮
称
）
村
づ
く

り
塾
」
も
、
文
字
ど
お
り
自
発
的
・
自

立
的
な
運
営
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。「
村
を

憂
い
、
村
を
何
と
か
し
た
い
。
村
づ
く

り
の
役
に
立
ち
た
い
。」
と
積
極
的
に

参
画
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す
メ
ン
バ
ー

が
増
え
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
行
政
と

し
て
も
精
い
っ
ぱ
い
支
援
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
ま
た
、
商
工
観
光
事
業
で
は
、
昨
年

度
に
県
単
独
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
た

「
プ
レ
ミ
ア
ム
宿
泊
観
光
旅
行
券
事

３
月
７
日
の
栗
山
村
長

所
信
表
明
か
ら
抜
粋

（仮称）村づくり塾も活動を開始しました

国県村で彩りのある景観
づくりを進めていきます

予
算
編
成
に
あ
た
り
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地域おこし協力隊

　　の活動が始まります

　３月７日に第２回目、同月28日に第３回目の

「（仮称）村づくり塾」がもくもく館（西河）で

開催されました。

　まちから移り住めば魅力を感じることが、住ん

でいると当たり前になり気づけないことがありま

す。また、村内で育っても、よく知らない集落も

あるという意見が出されました。

　「地域を歩く。林業をはじめ、川上村の産業。

教育の問題。」など、まずは川上村を学んでみよ

うと思います。

と　き　平成25年４月24日（水）15：00～

ところ　村立図書館（宮の平）

　「川上村子ども読書の日」にちなみ、おはなし

の会「雫
しずく

」と「芽
めぶき

」による「おはなし会」を開催

します。読み聞かせは子どもの成長にとても大切

です。

　ぜひ、ご参加ください。

【問い合わせ先】村立図書館　℡ ５２―０１４４

　本年４月から、川上村の活性化・仕事づくりを

始める「地域おこし協力隊」の面々が、本村の新

しい仲間に加わりました。

　住民の一人として村へ移住し、住んでいる人の

視点から今後の村について皆と一緒に考えていき

ます。メンバーの紹介や活動内容については今後

紹介したいと思います。

　活動の中で皆さんのもとに顔を見せる機会が増

えていきます。新たな仲間としてお声掛けいただ

ければ幸いです。

※地域おこし協力隊とは、過疎地域へ移り住んで

住民となり、住民の皆さんや役場と協力・連携

しながら地域に合った活性化をめざす総務省の

事業です。

【問い合わせ先】

役場地域振興課　℡ ５２―０１１１

第２回村づくり塾を開催しました

４月23日は川上村子ども読書の日

究
し
、
村
独
自
の
制
度
等
を
構
築
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
特
に
地
域
の
安
全
・
安
心
は
最

も
大
事
な
こ
と
の
一
つ
で
あ
り
、
住
環

境
の
整
備
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日
ご

ろ
か
ら
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め

に
防
災
訓
練
も
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
林
業
再
生
の
こ
と
、

若
者
定
住
と
子
育
て
世
代
支
援
の
こ

と
、
環
境
行
政
の
こ
と
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
等
々
。
こ
れ
ら
も
議

員
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
引
き
続
き
「
水
源
地
の

村
づ
く
り
」
を
一
緒
に
推
し
進
め
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

業
」
を
、
本
年
度
は
村
独
自
の
事
業
と

し
て
実
施
し
、
宿
泊
者
だ
け
で
な
く
観

光
・
商
工
事
業
の
振
興
へ
と
波
及
す
る

よ
う
な
事
業
展
開
を
め
ざ
し
計
画
し
ま

し
た
。

　
続
い
て
教
育
行
政
に
つ
い
て
で
す
。

再
三
申
し
上
げ
て
い
ま
す
よ
う
に
本
村

の
児
童
・
生
徒
た
ち
は
、
学
習
面
や
文

化
生
活
面
、
そ
れ
に
運
動
面
に
お
い
て

も
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
児
童
・
生
徒
数
は
あ
ま
り
に

も
少
な
す
ぎ
ま
す
。
容
易
に
解
消
で
き

る
こ
と
で
は
な
い
と
承
知
し
た
う
え

で
、「
住
ま
い
る
ネ
ッ
ト
事
業
」
と
の

連
携
を
図
り
つ
つ
、
山
村
留
学
や
里
親

制
度
の
あ
り
方
を
積
極
的
に
学
習
、
研 住まいるネット事業の一環として体験ツアーを開催

学習成果を発表する「かみせタイム学習発表会」

地域おこし協力隊

　　の活動が始まります
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条
例
の
制
定
・
改
正
な
ど

◎
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め

る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
地
方
分
権
改
革
の
一
環
と
し
て
定
め

ら
れ
た
地
方
分
権
一
括
法
（
第
一
次
及

び
第
二
次
）
に
よ
り
本
村
の
実
情
に
応

じ
た
条
例
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。
こ

の
条
例
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
条
例
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◆
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
地
域
密

着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な

支
援
の
方
法
に
係
る
基
準
に
関
す
る

条
例

　
介
護
保
険
法
に
基
づ
き
、
介
護
予
防

に
係
る
効
果
的
な
支
援
を
行
う
た
め
に

定
め
る
も
の
で
す
。

◆
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
に
係
る
基
準
に
関
す
る

条
例

　
介
護
保
険
法
に
基
づ
き
、
指
定
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
人
員
等
に
つ
い
て

定
め
る
も
の
で
す
。

◆
簡
易
水
道
事
業
に
係
る
布ふ

設せ
つ

工
事
監

督
者
及
び
水
道
技
術
管
理
者
に
関
す

る
条
例

　
布
設
工
事
監
督
者
及
び
水
道
技
術
管

理
者
の
選
任
基
準
を
国
の
基
準
を
参
酌

し
て
定
め
る
も
の
で
す
。

◆
村
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
に
関
す

る
条
例

　
村
道
構
造
の
整
備
基
準
を
定
め
る
も

の
で
す
。

◆
村
道
に
設
け
る
道
路
標
識
の
寸
法
に

関
す
る
条
例

　
村
道
に
設
け
る
道
路
標
識
の
寸
法
等

を
定
め
る
も
の
で
す
。

◆
公
営
住
宅
及
び
共
同
施
設
の
整
備
基

準
に
関
す
る
条
例

　
公
営
住
宅
の
整
備
基
準
を
定
め
る
も

の
で
す
。

◆
準
用
河
川
管
理
施
設
等
の
構
造
の
技

術
的
基
準
を
定
め
る
条
例

　
準
用
河
川
の
管
理
施
設
の
基
準
を
定

め
る
も
の
で
す
。

◎
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
特
別
措
置
法

等
の
改
正
に
基
づ
き
、
川
上
村
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
関
し

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

◎
総
合
計
画
策
定
審
議
会
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
総
合
計

画
策
定
は
任
意
で
行
う
も
の
と
な
り
、

条
例
を
整
備
し
審
議
会
の
設
置
を
行
う

も
の
で
す
。

◎
地
域
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
運

営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　
指
定
管
理
者
制
度
の
趣
旨
に
沿
っ

て
、
施
設
利
用
料
は
指
定
管
理
者
の
歳

入
と
す
る
も
の
で
、
ホ
テ
ル
杉
の
湯
と

同
じ
く
利
用
料
金
制
に
改
め
る
も
の
で

す
。

◎
匠
の
聚
の
管
理
運
営
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
指
定
管
理
者
制
度
の
趣
旨
に
沿
っ

て
、
施
設
利
用
料
は
指
定
管
理
者
の
歳

入
と
す
る
も
の
で
、
ホ
テ
ル
杉
の
湯
と

同
じ
く
利
用
料
金
制
に
改
め
る
も
の
で

す
。

◎
森
と
水
の
源
流
館
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
　
指
定
管
理
者
制
度
の
趣
旨
に
沿
っ

て
、
施
設
利
用
料
は
指
定
管
理
者
の
歳

入
と
す
る
も
の
で
、
ホ
テ
ル
杉
の
湯
と

平
成
25
年

第
１
回
村
議
会
定
例
会

　
平
成
25
年
第
１
回
川
上
村
議
会
定
例
会
が
３
月
７
日
か
ら
14
日
ま
で
の
８
日
間
に

わ
た
り
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
の
７
日
に
は
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
予
算
を
は
じ
め
と
す

る
議
案
を
上
程
、
全
議
案
に
つ
い
て
説
明
と
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
議
案

は
各
常
任
委
員
会
に
審
議
を
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
杉
本
正
文
議
員
、
塩
谷
章
次

議
員
か
ら
施
設
の
運
営
や
活
用
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
大
滝
ダ
ム
問
題
な
ど
に
つ
い
て

一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
14
日
に
は
各
常
任
委
員
会
か
ら
報
告
が
行
わ
れ
、
全
議
案
が
原
案
ど
お
り

可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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補
正

《
事
業
勘
定
》

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
か
ら
４
９
２
万

３
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
は

２
億
４
、
１
６
１
万
７
千
円
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
保
険
給
付
費
の
減
額
が

行
わ
れ
た
の
が
主
な
内
容
で
す
。

《
直
営
診
療
施
設
勘
定
》

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
か
ら
13
万
９
千

円
を
減
額
し
、予
算
総
額
は
９
、９
８
６
万

１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
職
員

給
与
費
の
減
額
や
医
療
用
衛
生
材
料
費

の
増
額
が
行
わ
れ
た
の
が
主
な
内
容
で

す
。

◆
水
没
者
生
活
再
建
対
策
事
業
特
別
会

計
予
算
補
正

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
か
ら
１
、

４
０
０
万
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
は

３
９
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

水
没
者
対
策
費
の
減
額
が
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

◆
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
補
正

《
保
険
事
業
勘
定
》

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
か
ら
１
、

２
１
３
万
７
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
は
２
億
６
、
９
２
０
万
７
千
円
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
保
険
給
付
費
の
増

額
な
ど
が
行
わ
れ
た
も
の
が
主
な
内
容

で
す
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
補
正

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
か
ら
２
８
８
万

同
じ
く
利
用
料
金
制
に
改
め
る
も
の
で

す
。

◎
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
が
「
障
害

者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合

的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
」
に
名
称

変
更
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
条
例
整
備

が
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

 

平
成
24
年
度
　
予
算
補
正

◎
一
般
会
計
予
算
補
正
に
つ
い
て

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
に
１
億
５
、

２
７
５
万
６
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
は
30
億
３
、
９
０
１
万
２
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
積
立
金
や
吉
野
広
域
行
政
組

合
消
防
費
負
担
金
の
増
額
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
浄
化
槽
管
理
事
業
や
森
林
整
備

地
域
活
動
支
援
交
付
金
事
業
の
減
額
及

び
村
道
維
持
補
修
等
事
業
の
追
加
が
行

わ
れ
た
も
の
が
主
な
内
容
で
す
。

◎
特
別
会
計
予
算
補
正
に
つ
い
て

◆
村
営
林
野
事
業
特
別
会
計
予
算
補
正

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
か
ら
54
万

６
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
は

６
７
０
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
利
子
及
び
配
当
金
な
ど
の
減
額
が

行
わ
れ
た
も
の
が
主
な
内
容
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

２
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
は
３
、

７
９
９
万
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付

金
や
保
険
事
業
費
の
減
額
が
行
わ
れ
た

も
の
が
主
な
内
容
で
す
。

 

平
成
25
年
度
　
当
初
予
算

主
な
内
容
に
つ
い
て
は
４
～
５

ペ
ー
ジ
と
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
24
億
３
８
８

万
円
と
な
り
、
こ
れ
は
前
年
度
比
約

14
・
7
％
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
色
あ
る
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◇
南
和
病
院
整
備
負
担
金

　
　
　
　
6
、
４
０
６
万
円

◇
大
滝
ダ
ム
誌
編
纂さ

ん

事
業

　
　
　
　
５
６
４
万
８
千
円

◇
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

　
　
１
、
６
０
９
万
４
千
円

◇
浄
化
槽
管
理
事
業

　
　
　
　
１
、
８
２
９
万
円

◇
総
合
計
画
策
定
事
業

　
　
　
　
５
４
３
万
2
千
円

◇
村
プ
レ
ミ
ア
ム
宿
泊
観
光
旅
行
券
事
業

　
　
１
、
７
７
７
万
４
千
円

◎
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

◆
村
営
林
野
事
業
特
別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
額
は
９
６
０
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
村
有
林
の
管
理

作
業
委
託
料
が
主
な
内
容
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

《
事
業
勘
定
》

　
歳
入
歳
出
予
算
額
は
２
億
３
、

６
５
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

保
険
給
付
費
の
ほ
か
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
へ
支
出
す
る
後
期
高
齢
者
支
援

金
な
ど
が
主
な
内
容
で
す
。

《
直
営
診
療
施
設
勘
定
》

　
歳
入
歳
出
予
算
額
は
１
億
１
、

１
７
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

職
員
給
与
な
ど
の
一
般
管
理
費
や
医
薬

品
費
な
ど
の
医
業
費
が
主
な
内
容
で

す
。

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
額
は
１
億
１
、

４
５
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

簡
易
水
道
費
や
公
債
費
が
主
な
内
容
で

す
。

◆
水
没
者
生
活
再
建
対
策
事
業
特
別
会

計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
額
は
１
，
７
９
６
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
水
没
者
対

策
費
が
主
な
内
容
で
す
。

◆
村
立
歯
科
診
療
所
特
別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
額
は
１
，
１
８
８
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
医
師
会
派

遣
委
託
料
や
医
業
費
が
主
な
内
容
で

す
。
　
　
　
　
（
８
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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（
７
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

◆
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

《
保
険
事
業
勘
定
》

　
歳
入
歳
出
予
算
額
は
２
億
７
、
１
８

１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
給
付
費
な
ど
の
保
険

給
付
費
が
主
な
内
容
で
す
。

《
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
》

　
歳
入
歳
出
予
算
額
は
１
９
５
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
計
画
費
の
収
入
を
行
い
、
保
険
事

業
勘
定
へ
の
繰
出
金
が
主
な
内
容
で

す
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
額
は
３
，
７
３
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
が
主
な
内
容

で
す
。

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

東
辻
秀
和
氏
と
森
口
源
次
氏
は
平
成
25

年
５
月
20
日
を
も
っ
て
任
期
が
満
了
し

ま
す
。
改
め
て
両
氏
を
選
任
す
る
た
め

議
会
の
同
意
を
求
め
た
も
の
で
す
。

《
敬
称
略
》

住
所	

川
上
村
東
川
１
９
８
２
番
地

氏
名	

東
辻
秀
和

住
所	

川
上
村
迫
３
７
９
番
地
の
１

氏
名	

森
口
源
次
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奈良県のPM2.5情報をメールマガジンで配信します！

【問い合わせ先】

奈良県環境政策課　℡０７４２－２７－８７３４

《メール内容のイメージ（例）》

ＰＭ 2.5 注意喚起のお知らせ

◆平成○年○月○日

【午前 5～ 7時の時間値の平均値μg／㎥】

　本日、注意喚起を行う暫定的な指針である、日平均

70μg／㎥を超える可能性がありますので、下記事項に

ついてご留意ください。

年に一度の狂犬病予防注射を受けさせましょう！
　犬の所有者は、狂犬病予防法により年１回の狂犬病予防注射が義務となっています。

　平成25年度「集合狂犬病予防注射」を実施します。最寄の会場で接種させてください。

日　程

料　金

　１頭につき3,200円　　※おつりの要らないように、ご用意ください。

　（注射手数料　2,650円＋注射済票交付手数料　550円）

新たに犬を飼った場合や、登録手続きを行っていない場合は、上記料金の他に登録手数料として

3,000円が必要です。

注意事項

◆生後90日未満の犬は接種できません。

◆郵送されたハガキを持参してください。※平成25年３月１日現在台帳登録者に送付。

◆犬を日常飼育していて、犬を押さえられる人が連れてきてください。

◆糞
ふん

の後始末は飼い主が必ずしてください。

◆犬の首輪は抜けないようにし、手
た

綱
づな

は短く持ってください。

◆犬の健康状態によっては、接種をお断りすることもあります。あらかじめご了承ください。

【問い合わせ先】役場生活環境課　℡ ５２－０１１１

時　間 実施場所

９：50～10：00 武木公民館前

10：20～10：30 井光神社前

10：50～11：00 入之波公民館前

11：20～11：30 柏木消防団詰所前

13：00～13：15 ふれあいセンター前（北和田）

13：30～13：40 枌尾（中彰様駐車場）

14：00～14：15 役場玄関前（迫）

平成25年４月17日（水）

時　間 実施場所

９：45～10：00 東川公民館前

10：20～10：35 大滝消防団詰所前

10：45～10：50 寺尾公民館前

11：05～11：15 高原ロータリー

11：30～11：35 井戸ロータリー

11：45～12：00 役場玄関前（迫）

平成25年４月18日（木）

こんな時は届出を!!

　新たに犬を飼うときや登録内容に変更があったとき、犬が死亡したときは村への届出が必要です。

　これらの届出は犬の登録状況を正確に把握するために必要なものです。ご協力をお願いします。

◆新たに犬を飼ったとき　　　◆飼い犬が死亡したとき

◆飼い主の住所が変わったとき（村外に転出の場合は、転出先の市町村に届け出てください）

◆犬の所在地が変わったとき　◆鑑札を紛失してしまったとき

　奈良県では、微小粒子状物質（ＰＭ 2.5）について、メールマガジンで注意喚起情報をお知らせします。

　受信を希望する方は、奈良県の環境情報サイト「エコなら」（http://www.eco.pref.nara.jp/index.html）、

または、ＱＲコード（右下）から登録できます。
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10

  

栗
山
村
長
の
式
典
挨
拶
《
抜　
粋
》

　
常
日
ご
ろ
か
ら
大
滝
ダ
ム
は
も
と
よ
り
、
川

上
村
を
見
守
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
多
く

の
皆
さ
ま
に
、
そ
し
て
本
日
ご
出
席
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
川
上
村
は
今
日
を
契
機
に
、あ
ら
た
め
て「
ダ

ム
で
栄
え
た
村
は
な
い
」
へ
の
挑
戦
を
は
じ
め

ま
す
。

　

平
成
６
年
に
定
め
た
「
水
源
地
の
村
づ
く

り
・
樹
と
水
と
人
の
共
生
」
を
め
ざ
し
、
ダ
ム

と
共
生
し
な
が
ら
森
を
守
り
、
美
し
い
水
を
流

し
つ
づ
け
る
こ
と
を
決
意
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

昭
和
34
年
９
月
26
日
に
襲
来
し
た
台
風
15

号
、
の
ち
に
伊
勢
湾
台
風
と
名
付
け
ら
れ
ま
し

た
が
、そ
の
時
、私
は
小
学
校
３
年
生
で
し
た
。

　
目
の
前
の
吉
野
川
の
水
位
が
、
見
る
見
る
う

ち
に
高
く
な
り
、
近
く
の
家
が
流
さ
れ
る
の
を

目
撃
し
ま
し
た
。
そ
の
夜
、
増
水
し
た
濁
流
の

た
め
、
避
難
先
を
転
々
と
４
か
所
も
変
え
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
時
の
恐
ろ
し
さ
を

今
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
大
事
な
も
の
を

な
く
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
多
く
の
か
け
が
え

の
な
い
も
の
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
３
月
23
日
、
大
滝
ダ
ム
サ
イ
ト
（
大
滝
）
で

『
大
滝
ダ
ム
湖
名
碑
除
幕
式
』、
川
上
小
学
校

体
育
館
（
西
河
）
で
『
大
滝
ダ
ム
竣
工
式
』
が

執
り
行
わ
れ
、
約
６
０
０
名
が
出
席
ま
し
た
。

　
半
世
紀
に
わ
た
る
長
い
期
間
を
要
し
た
こ
の

巨
大
構
造
物
は
、
４
９
３
戸
の
移
転
を
伴
う
用

地
協
力
を
い
た
だ
く
な
ど
多
く
の
方
の
協
力
を

得
て
完
成
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
大
滝
ダ
ム
は
運
用
を
開
始
し
、
奈
良
・

和
歌
山
両
県
の
１
８
０
万
人
の
暮
ら
し
を
守
っ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大滝ダム竣工式祝

広　報　　　　　　　　　　　　APRILかわかみ 2013
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そ
の
思
い
や
感
情
は
、
当
事
者
で
な
け
れ
ば

分
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
台
風
か
ら
の
復
興
の
中

で
、
大
滝
ダ
ム
建
設
事
業
の
中
で
、
新
た
な
出

会
い
、
新
た
な
学
び
、
新
た
な
交
流
や
親
交
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

　
大
滝
ダ
ム
は
、
こ
の
流
域
に
大
き
な
変
化
を

も
た
ら
し
な
が
ら
も
、
人
々
の
営
み
や
安
全
・

安
心
を
、
そ
し
て
経
済
成
長
や
産
業
の
育
成
を

願
っ
て
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
の
過
程
の

中
、
わ
が
川
上
村
も
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
痛
ま
し
い
過

去
、
そ
し
て
源
流
に
よ
せ
て
い
た
だ
い
た
数
々

の
思
い
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
川
上
村
は
、
し
っ

か
り
前
へ
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
使
命
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
国
が
豊
か
に
な
っ
て
、
そ
の
分
、
山
村
が
疲

弊
す
る
な
ど
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
源
流
が
元
気
で
健
康
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
小
さ
な
村
で
は
あ
り
ま
す

が
、
源
流
に
生
き
る
誇
り
と
そ
の
責
任
を
全
う

す
る
覚
悟
で
す
。

　
そ
し
て
10
年
後
も
１
０
０
年
後
も
、
こ
の
地

に
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
心

よ
り
祈
念
し
ま
し
て
、
私
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

『おおたき龍神湖』『おおたき龍神湖』『おおたき龍神湖』『おおたき龍神湖』『おおたき龍神湖』『おおたき龍神湖』『おおたき龍神湖』『おおたき龍神湖』『おおたき龍神湖』『おおたき龍神湖』『おおたき龍神湖』『おおたき龍神湖』『おおたき龍神湖』『おおたき龍神湖』『おおたき龍神湖』『おおたき龍神湖』『おおたき龍神湖』『おおたき龍神湖』『おおたき龍神湖』『おおたき龍神湖』『おおたき龍神湖』『おおたき龍神湖』『おおたき龍神湖』『おおたき龍神湖』『おおたき龍神湖』『おおたき龍神湖』『おおたき龍神湖』『おおたき龍神湖』ダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名はダム湖名は

式典参加の川上小・中学生と一緒に
 除幕されたダム湖名碑（ダムサイト右岸側・管理支所側）

広　報　　　　　　　　　　　　APRIL広　報　　　　　　　　　　　　APRIL2013かわかみ
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し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
主
催
者
を
代
表
し
て
谷
本
光

司
局
長
（
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備

局
）
か
ら
先
祖
代
々
の
土
地
を
提
供
し

て
く
れ
た
方
々
へ
感
謝
を
表
す
式
辞
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
足
立
敏
之
局
長
の
挨
拶
が

行
わ
れ
、
牟む

禮れ

輝
久
事
務
所
長
（
国
土

交
通
省
紀
の
川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務

所
）
か
ら
大
滝
ダ
ム
建
設
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
伊
勢
湾
台
風
に
さ
か
の
ぼ

り
、
建
設
工
事
な
ど
の
経
緯
に
つ
い
て

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
設
置
さ
れ
た
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
、
以

前
の
川
上
村
の
風
景
や
こ
れ
ま
で
の
ダ

ム
建
設
工
事
の
映
像
が
映
し
出
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
歴
史
が
よ
み
が
え
る
よ
う

で
し
た
。

　
そ
し
て
、
荒
井
正
吾
奈
良
県
知
事
、

仁
坂
吉
伸
和
歌
山
県
知
事
か
ら
大
滝
ダ

ム
に
よ
っ
て
恩
恵
を
受
け
る
受
益
者
の

代
表
と
し
て
事
業
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
多
く
の
方
の

苦
労
に
感
謝
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
奈

良
県
選
出
の
田
野

瀬
太
道
衆
議
院
議

員
、
前
田
武
志
参

議
院
議
員
、
前
川

清
成
参
議
院
議

員
、
和
歌
山
県
選

出
の
石
田
真
敏
衆

議
院
議
員
、
大
江

康
弘
参
議
院
議
員

か
ら
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
地
元

川
上
村
を
代
表

し
、
栗
山
村
長
か

ら
挨
拶
と
し
て
、

自
ら
の
伊
勢
湾
台

　
大
滝
ダ
ム
右
岸
側
（
管
理
支
所
側
）

で
ダ
ム
湖
名
碑
の
名
称
披
露
と
湖
名
碑

の
除
幕
、
記
念
植
樹
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
除
幕
式
に
は
、
川
上
小
学

校
の
児
童
、
川
上
中
学
校
の
生
徒
に
も

参
加
い
た
だ
き
、
村
の
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
と
共
に
ダ
ム
の
完
成
を
祝
い

ま
し
た
。

　
こ
の
ダ
ム
湖
名
碑
に
刻
ま
れ
た
湖
名

『
お
お
た
き
龍
神
湖
』
は
１
４
８
人
、

２
０
５
点
の
応
募
の
中
か
ら
決
定
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
そ
の
後
、
川
上
小
学
校
体
育
館
へ
会

場
を
移
し
て
竣
工
式
が
執
り
行
わ
れ
、

足
立
敏
之
局
長
（
国
土
交
通
省
水
管

理
・
国
土
保
全
局
）
や
荒
井
正
吾
知
事

（
奈
良
県
）、
仁
坂
吉
伸
知
事
（
和
歌

山
県
）、両
県
の
国
会
議
員
、吉
野
川（
紀

の
川
）
の
流
域
市
町
村
長
、
議
会
議
長

な
ど
多
く
の
来
賓
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
本
村
の
子
ど
も
た
ち
が
参

加
す
る
「
ち
び
っ
こ
龍
幻
」
の
か
わ
い

く
も
力
強
い
和
太
鼓
の
響
き
で
幕
開
け

　
３
月
23
日
に
、『
ダ
ム
湖
名
碑
除
幕
式
』
と
『
大
滝
ダ
ム
竣
工
式
典
』
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
行
事
は
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
、
川
上
村
の
両
者

で
大
滝
ダ
ム
竣
工
式
典
実
行
委
員
会
と
し
て
主
催
し
、
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
式
典
は
、
大
滝
ダ
ム
建
設
事
業
に
協
力
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ん
に
感

謝
し
、ダ
ム
後
の
村
づ
く
り
に
向
け
て
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
記
念
す
る
も
の
で
す
。

除幕されたダム湖名碑（除幕式典にて）

竣工式典のオープニングを飾った「ちびっこ龍幻」の和太鼓

右から谷本近畿地方整備局長、荒井奈良県知事、仁坂和歌山県知事

大
滝
ダ
ム
竣
工
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

大
滝
ダ
ム
竣
工
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
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の
生
徒
た
ち

に
よ
る
合
唱

が
ス
テ
ー
ジ

で
行
わ
れ
ま

し

た
。（

表

紙

写

真

参

照
）

　
式
典
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
大
西

村
議
会
議
長（
代
理

春
増
薫
副
議
長
）

か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
半
世
紀
に
わ
た
る
大
事
業
「
大
滝
ダ

ム
建
設
」
は
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
洪

水
調
整
な
ど
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

そ
し
て
本
村
も
、
こ
の
日
を
節
目
に
あ

ら
た
め
て
ダ
ム
後
の
村
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

た
。
こ
の
物
語
は
、
ま
だ
生
ま
れ
て
10

年
ほ
ど
の
で
き
た
ば
か
り
の
物
語
で
、

ダ
ム
と
い
う
大
き
な
事
業
に
揺
れ
動
き

な
が
ら
も
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
、
い
つ

ま
で
も
水
を
守
り
、
育
て
る
、
龍
神
と

村
人
の
お
話
し
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
物
語
と
源
流
の
村
・
川

上
村
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
新
た
な
歌
「
源

流
の
郷
」
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
語
り
師

の
竹
崎
利
信
氏
と
ピ
ア
ノ
弾
き
語
り
の

山
川
亜
紀
氏
、
そ
し
て
、
川
上
中
学
校

の
で
す
。
そ
し
て
大
西
氏
は
、
ダ
ム
建

設
事
業
が
円
滑
に
進
捗
す
る
よ
う
、
常

に
各
方
面
へ
働
き
か
け
を
行
う
な
ど
、

村
を
代
表
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
、
ダ
ム
建
設
事
業
推
進
に
多
大
な
ご

尽
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
の
意

を
表
し
た
も
の
で
す
。

　
続
い
て
、「
湖
名
碑
除
幕
式
」
の
映

像
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
さ
れ
、
会
場
の

皆
さ
ん
に
『
語
り
「
ふ
た
つ
の
龍
の

は
な
し
」』

を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し

風
の
体
験
と
と
も
に
、
建
設
に
理
解
を

い
た
だ
い
た
地
元
に
心
か
ら
感
謝
と
ダ

ム
後
の
村
づ
く
り
へ
の
覚
悟
を
述
べ
ま

し
た
。（
10
～
11
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
ま
た
、
大
滝
ダ
ム
建
設
事
業
に
多
大

な
貢
献
を
い
た
だ
い
た
感
謝
の
意
を
表

す
た
め
、
国
土
交
通
大
臣
（
贈
呈
者

足
立
局
長
）
か
ら
大
谷
一
二
氏
と
大
西

廣
長
氏
に
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
大
谷
氏
は
、
大
滝
ダ
ム
完
成
の
た
め

に
関
係
機
関
へ
の
事
業
促
進
活
動
な

ど
、
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
ダ
ム
建

設
事
業
推
進
に
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た

だ
い
た
こ
と
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
も式典に出席いただいた関係者の皆さん

大谷前村長への感謝状贈呈

田野瀬衆議院議員

前田参議院議員

前川参議院議員

石田衆議院議員

栗山村長

春増村議会副議長 大江康弘参議院議員

大西村議会議長への感謝状贈呈

（代理授賞　大西廣
ひろ

到
ゆき

氏）
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◆
龍
神
（
り
ゅ
う
じ
ん
）

　
平
安
時
代
後
半
（
11
世
紀
末
）
以
前

に
遡

さ
か
の
ぼる

丹
生
川
上
神
社
上
社
は
、
古
来

よ
り
雨
を
司
る
水
神
と
し
て
信
仰
が
あ

つ
く
、
そ
の
思
い
は
今
日
も
変
わ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
旧
社
跡
地
を
望
む
地
に
遷せ

ん

座ざ

さ
れ
た

上
社
の
祭
神
・
高た

か

龗お

神か
み

は
水
を
司
る
龍

神
で
、多
く
の
方
が
参
拝
に
訪
れ
ま
す
。

　
大
雨
が
荒
々
し
く
山や

ま

裾す
そ

を
削
り
、
左

右
に
う
ね
る
吉
野
川
。
そ
し
て
大
滝
ダ

ム
の
安
定
的
に
調
整
・
貯
留
さ
れ
た
姿

は
龍
神
の
〝
水
を
司
る
力
〟
に
ど
こ
か

重
な
る
も
の
を
感
じ
ら
れ
、
２
５
１
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
貯
水
池
は
「
今
に

も
天
に
昇
る
、
力
強
く
、
荒
々
し
く
大

き
な
龍
神
の
姿
」
を
想
像
さ
せ
ま
す
。

　
審
査
で
は
、
特
に
次
の
３
点
が
重
視

さ
れ
ま
し
た
。

①
ダ
ム
湖
名
は
、
地
域
や
場
所
を
特
定

（
知
名
度
）
し
や
す
い
こ
と

②
ダ
ム
湖
名
は
、
地
元
や
地
域
の
歴

史
・
想
い
が
し
っ
か
り
伝
わ
る
こ
と

③
ダ
ム
湖
名
は
、
永
く
親
し
み
を
も
っ

て
呼
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と

◆
大
滝
（
お
お
た
き
）

　
大
滝
の
名
は
万
葉
集
に
、「
大
滝
を

過
ぎ
て
夏
身
に
近
づ
き
て
清
き
川
瀬
を

見
る
が
さ
や
け
き
」（
万
葉
集
第
９
巻
）

と
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
場
所
は
諸
説
あ

り
ま
す
が
、「
大
滝
」
の
名
は
古
く
か

ら
書
物
に
も
登
場
し
ま
す
。
ま
た
、
大

滝
ダ
ム
事
業
は
50
年
の
歴
史
を
要
し
、

広
く
知
ら
れ
た
名
称
と
い
え
ま
す
。

　３月23日から24日の２日間にわたり、「元

気です。川上村物産展」を役場周辺で開催

し、観光客など多くの方で賑わいました。

　大滝ダム竣工記念式典の開催に伴い、大滝

ダムの完成を広くＰＲすると共に、一昨年の

台風12号の被害とその後風評被害で激減した

観光客を誘致するためのイベントとして、昨

年に引き続き２回目の開催です。

　今回も、加太漁業協同組合（和歌山市）の

皆さんによる海産物の販売や蒜
ひる

山
ぜん

高原特産

品、このほか川上村のさまざまな特産品の販

売が行われました。

　また、お越しいただいた観光客の皆さんに

もお餅つきに参加してもらい、つきたてのお

餅を「ふるまい餅」として提供しました。

　
ダ
ム
湖
名
「
お
お
た
き
龍
神
湖
」
が
披
露
、
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ダ
ム
湖
名
は
、地
域
を
特
定
し
や
す
い
「
大
滝
」
の
文
字
と
、地
域
の
人
々

の
永
く
変
わ
ら
ぬ
源
流
・
吉
野
川
へ
の
畏い

敬け
い

の
念
か
ら
「
龍
神
」
の
文
字
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
大
滝
」
を
親
し
み
や
す
さ
と
柔
ら
か
さ
を
兼
ね
備
え
さ

せ
る
た
め
に
、
ひ
ら
が
な
の
「
お
お
た
き
」
と
表
記
し
ま
し
た
。
水
源
地
の
村
・

川
上
村
が
奈
良
県
、
和
歌
山
県
、
吉
野
川
・
紀
の
川
流
域
の
人
々
に
安
全
と
安
心

を
も
た
ら
し
続
け
、
一
方
多
く
の
皆
さ
ん
に
、「
お
お
た
き
龍
神
湖
」
を
末
永
く

見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
を
込
め
て
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

祝 大滝ダム竣工式
2013.3.23

３月23日から24日の２日間にわたり、賑やかに開催した
「元気です。川上村物産展」

お
お
た
き
龍
神
湖
　
誕
生
の
秘
話

～
大
滝
ダ
ム
湖
名
の
理
由
に
つ
い
て
～
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◎異動（４月１日付）

総務税務課　　　　　主任　　辰巳　龍三

（地域振興課主任）

主事　　玉井　孝明

（住民福祉課主事）

水源地の村づくり課　主任　　今福　和男

（総務税務課主任）

主事　　米田　倫巨

（やまぶき保育園）

地域振興課　　　　　主任　　松本　勝典

（総務税務課主任）

主任　　岸本　光代

（生活環境課主任）

主事補　倉田　怜哉

（総務税務課主事補）

生活環境課　　　　　主事　　杉村　佳隆

　　　　　　　　　　（県環境政策課派遣）

住民福祉課　　　　　主任　　井筒　明美

（教育委員会事務局主任）

主任　　深堀　　円

（やまぶき保育園）

教育委員会事務局　　主任　　穴田真由美

　　　　　　　　　　（住民福祉課主任）

◎県からの派遣終了

県スポーツ振興課　　上西　大地

　　　　　　　　　　（役場地域振興課主事）

◎退職（３月31日付）

大西　一男（住民福祉課）

坂口　泰一（水源地の村づくり課）

福本　清和（スクールバス運転手）

◎採用（４月１日付）

水源地の村づくり課	 技　師　北澤　宏暢

住民福祉課	 	 保健師　石田　智子

住民福祉課	 	 主事補　嶋田　宏也

やまぶき保育園	 保育士　馬場寿々子

◎異動（４月１日付）

川上小学校

　教　　諭　　符阪　孝治

　　　　　　　　（大淀希望ヶ丘小学校）

　県費講師　　片岡　敬詞（川上中学校）

　村費講師　　今本　浩史　	

　村費講師　　島谷　絵理

川上中学校

　教　　諭　　山口　幸夫（大淀中学校）

　村費講師　　辻阪　雅文

室生西小学校

　教　　諭　　小松原大吾（川上小学校）

下市小学校

　教　　諭　　東川　千寿（川上小学校）

◎退職（３月31日付）

川上小学校

　教　　諭　　福井　節子

　教　　諭　　靍谷　栄子	

　村費講師　　岡﨑　宏子

川上中学校

　村費講師　　奥野　　翔　　　　　　　

役場職員の人事異動（敬称略）教職員の人事異動（敬称略）

大滝ダム誌編纂
さん

室を設置しました
村では、半世紀をかけて建設された大滝ダムの歴史などを「大滝ダム誌」として整理を考えています。

この制作に向けた、資料の収集や整理を行うため、大滝ダム編纂室を設置しました。　　　　　　

今後、お話を伺ったり、資料の提供をお願いすることもあると思われます。

皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いします。

２月28日現在

《見舞金・寄付金》（敬称略）

向笠　友子（静岡県駿東郡長泉町）30,000円

株式会社トライキャッチ（奈良市）30,000円

支援物資など暖かい応援を
いただきました

平成23年９月の台風12号災害にかかる
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3
月
24
日
に
や
ま
ぶ
き
ホ
ー
ル

（
宮
の
平
）
で
「
か
わ
か
み
☆
華
麗

な
る
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
２
０
１
３
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
の
開
催
で
、

☆
ル
ミ
エ
ル

デ
ュ

ソ
レ
イ
ユ
☆
、

京
次
郎
が
ス
テ
ー
ジ
に
登
場
。
ホ
ー

ル
に
集
ま
っ
た
約
１
２
０
名
が
華
麗

な
マ
ジ
ッ
ク
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
舞
台
参
加
以
外
に
も
皆
が

参
加
す
る
マ
ジ
ッ
ク
も
用
意
さ
れ
、

不
思
議
な
手
品
の
秘
密
も
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

2013

か
わ
か
み
☆
華か

麗れ
い

な
る

　
　 

イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

対
象
年
齢

接
種
開
始
月
齢

初
回
接
種

追
加
接
種

合
計
接
種
回
数

生
後

２
か
月
以
上

５
歳
未
満

生
後
２
か
月
～
７
か
月
未
満

27
日
以
上
の
間
隔
で
３
回
接
種

初
回
接
種
終
了
後
60
日
以
上
空

け
て
１
回
接
種

４　

回

生
後
７
か
月
～
１
歳
未
満

27
日
以
上
の
間
隔
で
２
回
接
種

１
歳
以
降
に
、
初
回
接
種
終
了

後
60
日
以
上
空
け
て
１
回
接
種

３　

回

生
後
１
歳
～
２
歳
未
満

60
日
以
上
の
間
隔
で
２
回
接
種

２　

回

生
後
２
歳
～
５
歳
未
満

１
回
接
種
の
み

１　

回

対
象
年
齢

接
種
開
始
月
齢

初
回
接
種

追
加
接
種

合
計
接
種
回
数

生
後

２
か
月
以
上

５
歳
未
満

生
後
２
か
月
～
７
か
月
未
満

27
日
～
56
日
の
間
隔
で
３
回
接
種

初
回
接
種
終
了
後
７
か
月
～

13
か
月
の
間
に
１
回
接
種

４　

回

生
後
７
か
月
～
１
歳
未
満

27
日
～
56
日
の
間
隔
で
２
回
接
種

３　

回

生
後
１
歳
～
５
歳
未
満

１
回
接
種
の
み

１　

回

◎
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

　
中
学
生
１
年
生
の
女
子
が
対
象
と
な
り
、
３
回
接
種
し
ま
す
。

　
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
す
で
に
３
回
接
種
済
み
で
、
追
加
接
種

の
み
残
っ
て
い
る
方
な
ど
に
は
郵
便
で
ご
案
内
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
一
度
も
接
種
さ
れ
て
い
な
い
５
歳
未
満
の
子
ど
も
で
、
接
種
を
希
望
す
る
方
は

役
場
住
民
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
役
場
住
民
福
祉
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

◎
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

◎
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

◆
定
期
接
種

　

国
が
接
種
を
す
す
め
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
で
、

市
町
村
の
責
任
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。
川
上

村
で
は
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
・
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
』

　
任
意
予
防
接
種
か
ら
定
期
予
防
接
種
に
な
り
ま
し
た
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2
月
24
日
に
日
本
青
年
館
（
東
京

都
）
で
「
第
35
回
日
本
剣
道
少
年
団

研
修
会
・
書
道
展
」
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
本
村
か
ら
川
岸
祐
斗
君

が
（
財
）
全
日
本
剣
道
道
場
連
盟
会

長
賞
を
受
賞
。
ま
た
、
弟
の
柚
月
君

が
佳
作
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
応
募
総
数
は
４
６
０
道
場
か
ら

３
、
７
１
０
点
。
そ
の
中
か
ら
の
見

事
な
受
賞
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
文
武

と
も
に
学
び
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
参

加
し
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
く
、

豊
か
な
心
を
育
ん
で
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

日
本
剣
道
少
年
団

研
修
会
・
書
道
展
で

川
岸
兄
弟
が
揃そ

ろ

っ
て
入
賞授賞した川岸君（川上小 4 年生・東川）

対
象
年
齢

接
種
回
数

追
加
接
種

次
の
①
～
③
の
全
て
の
項
目
に
該
当
す
る
方

①
１
歳
以
上
15
歳
未
満

②
過
去
に
水
痘
に
罹
患
し
て
い
な
い

③
水
痘
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い

１　

回

接
種
費
用
の
半
額

対
象
年
齢

接
種
回
数

追
加
接
種

次
の
①
～
③
の
す
べ
て
の
項
目
に
該
当
す
る
方

①
１
歳
以
上
15
歳
未
満

②
過
去
に
お
た
ふ
く
か
ぜ
に
罹
患
し
て
い
な
い

③
お
た
ふ
く
か
ぜ
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い

１　

回

接
種
費
用
の
半
額

対
象
年
齢

接
種
回
数

追
加
接
種

生
後
６
か
月
～
小
学
校
就
学
前

２　

回

１
回
に
つ
き
１
、
５
０
０
円
が
上
限

（
年
度
２
回
ま
で
）

　
子
ど
も
の
任
意
予
防
接
種
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
助
成
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
予
防
接
種
も
、
接
種
時
に
本
村
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
川
上
診
療
所
で
は
就
学
前
の
子
ど
も
の
任
意
予
防
接
種
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
で
接
種
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

手
続
き
方
法

　
予
防
接
種
後
２
か
月
以
内
に
、
次
の
①
～
④
の
書
類
を
用
意
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
接
種
料
金
領
収
書
　
②
母
子
手
帳
（
医
療
機
関
で
接
種
記
録
が
あ
る
こ
と
）

③
印
鑑
　
④
補
助
金
の
振
込
先
口
座
が
確
認
で
き
る
も
の

【
問
い
合
わ
せ
先
】
役
場
住
民
福
祉
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

◎
水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）

◎
お
た
ふ
く
か
ぜ

◎
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

◆
任
意
接
種

　

定
期
予
防
接
種
以
外
の
任
意
予
防

接
種
に
つ
い
て
は
、
接
種
費
用
の
全

額
を
自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
接
種
は
大
き
な
負
担
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本
村
で
は
、

予
防
医
療
の
推
進
を
図
る
た
め
、
次

の
任
意
予
防
接
種
に
対
し
て
、
接
種

費
用
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
任
意
予
防
接
種
に
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
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何
か
の
ご
縁
に
導
か
れ
川
上
村
に
暮

ら
す
よ
う
に
な
り
、
車
の
窓
か
ら
四
季

の
移
ろ
い
を
感
じ
る
の
が
日
課
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
店
の
看
板
や
行
き
交
う

車
と
人
ば
か
り
に
目
を
取
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
い
く
ら
鈍
感
な
私
で
も
日
々

変
化
す
る
山
の
景
色
に
気
付
か
な
い
訳

に
は
い
か
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
豊
か
な
大
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
と
、

人
間
の
手
に
は
何
と
す
る
事
も
で
き
な

い
偉
大
な
存
在
に
対
す
る
恐
れ
と
敬
意

の
念
を
日
頃
か
ら
感
じ
て
毎
日
を
過
ご

す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
こ
こ

に
来
て
、耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た「
水

源
地
の
森
」
と
い
う
所
が
ど
う
い
う
場

所
な
の
か
次
第
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に

も
な
り
ま
し
た
。
水
道
を
捻
れ
ば
出
て

く
る
お
い
し
い
水
。
一
体
、
水
は
ど
ん

な
所
か
ら
流
れ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
。

　
そ
ん
な
時
、「
水
源
地
の
森
ツ
ア
ー
」

が
開
催
さ
れ
る
事
を
知
り
、
車
生
活
に

慣
れ
き
っ
た
体
で
最
後
ま
で
歩
き
き
れ

る
の
か
不
安
を
感
じ
な
が
ら
も
、
友
人

の
後
押
し
も
受
け
て
ツ
ア
ー
に
参
加
す

る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
山
の
神
さ
ま
に
挨
拶
を
し
た
後
、
森

と
水
の
源
流
館
の
方
に
案
内
さ
れ
な
が

ら
歩
き
始
め
た
道
の
り
は
け
っ
し
て
長

く
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
な
る

べ
く
手
を
つ
け
な
い
よ
う
に
さ
れ
て
い

る
の
か
細
い
道
が
続
き
、
倒
木
の
下
を

く
ぐ
る
な
ど
、
普
段
使
わ
な
い
筋
肉
が

フ
ル
稼
働
し
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
も

あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
聞
こ
え
る
小
鳥
の

さ
え
ず
り
や
風
に
そ
よ
ぐ
木
々
、
所
狭

し
と
生
い
茂
る
苔
の
感
触
や
小
さ
な
小

さ
な
生
物
の
存
在
を
、
目
で
耳
で
鼻
で

手
で
感
じ
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と
、
疲

れ
な
ど
感
じ
て
い
る
暇
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
そ
う
し
て
た
ど
り
着
い
た
の
は
「
源

流
館
だ
よ
り
」
の
写
真
で
も
お
馴
染
み

の
場
所
。
そ
こ
を
流
れ
る
水
は
本
当
に

き
ら
き
ら
と
輝
い
て
い
て
、
触
っ
て
み

る
と
冷
た
さ
が
体
の
奥
ま
で
し
み
込
ん

で
く
る
よ
う
で
し
た
。
こ
こ
か
ら
流
れ

出
た
水
は
な
る
ほ
ど
美
味
し
い
は
ず
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　
今
ま
で
は
遠
く
か
ら
し
か
感
じ
る
事

の
な
か
っ
た
山
の
営
み
を
今
回
の
ツ

ア
ー
で
間
近
に
感
じ
る
事
が
で
き
、
偉

大
な
大
自
然
の
中
で
ほ
ん
の
小
さ
な
生

物
た
ち
が
与
え
ら
れ
た
命
を
精
一
杯
生

き
て
い
る
様
子
を
目
に
し
、
感
動
を
覚

え
る
と
共
に
勇
気
を
与
え
ら
れ
た
気
が

し
ま
す
。

　
今
は
ま
た
車
窓
か
ら
季
節
の
移
り
変

わ
り
を
楽
し
む
毎
日
に
戻
り
ま
し
た

が
、
い
つ
か
ま
た
水
源
地
の
森
を
訪
れ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　

Ｓ
・
Ｔ
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固定資産税縦
じゅう

覧
らん

期間がはじまりました
　「固定資産税縦覧制度」は、納税者の皆さんが土地や家屋の評価額を比較検討し、自らの土地や家屋

の評価額の適正さを判断していただく制度です。

　この制度では、固定資産税納税者が「自己の土地または家屋の価格」と「村内のほかの土地または家

屋の価格」との比較ができるよう記載帳簿（所有者、課税標準額、税額などは除く）を自由に閲覧・確

認することができます。

縦 覧 で き る 方　固定資産税【土地・家屋】の納税者

固定資産税の納税者と同居の親族

固定資産税の納税者の代理人　※委任状の提示が必要

借地人、間借人　※権利関係を示す書類が必要

縦覧できる帳簿　土地価格等縦覧帳簿【所在・番地・地目・地積・価格】

家屋価格等縦覧帳簿【所在・家屋番号・種類・構造・床面積・価格】

手　　数　　料　無料

持　　ち　　物　納税通知書、本人確認ができる書類（運転免許証等）

【問い合わせ先】役場総務税務課（固定資産税係）　℡ ５２－０１１１

縦 覧 期 間 平成25年４月１日（月）～ ４月30日（火）まで

　　　　　　 ※土・日曜日、祝日を除く

縦 覧 時 間 ９：00～17：15

縦 覧 場 所 川上村役場　総務税務課
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軽自動車税の納期限は４月 30 日（火）
自動車税の納期限は５月 31 日（金）

村税や保険料など
口座振替キャンペーン！

【対象となる税目】

村県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険

税、介護保険料、後期高齢者保険料

【講座振替申込方法】

役場窓口に備え付けの用紙に必要事項を記入し、通帳

印を押印のうえ、金融機関（南都銀行・奈良県農協・

郵貯銀行）へお申し込みください。

平成26年２月14日（金）までに

口座振替の登録をいただいた方から抽選で

30名様に（すでに登録済みの方も含む）

まだの方は

今がチャンス！

ホテル杉の湯商品券1,000円券をプレゼント！

【問い合わせ先】役場総務税務課　℡ ５２－０１１１

村税や保険料など
口座振替キャンペーン！

　「軽自動車税・自動車税」は、毎年４月１日現在

の所有者に課税され、納税通知書が皆さんのお手元

に発送されます。それぞれの納期限までに納付して

ください。

　自動車税については金融機関や県税事務所の窓口

だけでなく、コンビニやペイジー、クレジットカー

ドでも納付が可能です。詳しくは、納税通知書に同

封のチラシをご覧ください。

　県内で住所を変更された方、または他都道府県か

ら転入された方で県外ナンバーの車をお持ちの方

は、運輸支局ですみやかに変更登録手続きを行い、奈

良県税事務所（自動車第一課）までご連絡ください。

　ただし、原付バイクなどは役場窓口で変更登録手

続を行いますのでご注意ください。

【問い合わせ先】	

《自動車税に関すること》

奈良県税事務所	　℡ ０７４２－２６－１１７７

吉野県税事務所	　℡ ０７４６－３２－２６８７

《軽自動車税に関すること》

役場総務税務課	　℡ ０７４６－５２－０１１１

　日常生活の中での医療を支えるのが在宅

医療です。その在宅医療においては、多く

の場合、病気の治
ち

癒
ゆ

を目指すよりも、療養

者一人ひとりの身の丈に応じた、「生命の

質（ＱＯＬ）」が第一といった考え方が大

切にされます。

　その昔、容易なことでは病気の治ること

のない時代、すなわち医学や医術が未発展

の時代には、療養者を和
なご

ませ、苦痛を和ら

げ、安心させる術（広い意味での「緩和ケ

ア」）は、病める人に寄り添う看護や介護

でした。しかし、医学や医術、すなわち医

療が進歩するにつれて、手を加え医療を駆

使して病気を「治癒させる」ことが苦痛を

和らげる最も効果的な方法と考えられるよ

うになりました。「治らない病気もある」

ことに気づきながらも、いつの間にか、

「治癒させる」ことに邁
まい

進
しん

する医療が主役

になりました。「病院に行けば、医療にか

かれば、病気を治せば…」という風潮がで

きあがってきました。「20世紀は病院の世

紀」だと言われるゆえんです。

　しかし、病院での入院医療は、ともすれ

ば医療経済中心、あるいは医療者中心主義

に陥りやすいことは経験上よく知られてい

ることです。生活の場である「お家
うち

」「家

庭」は「日常」であるのに対して、入院医

療は、病気が重症であればあるほど、ま

た、入院が長引けば長引くほど、普通では

ない「非日常」になりがちです。療養者の

生命の質を守るための「日常の中で療養」

に注目が集まるのも無理からぬことです。

「在宅緩和ケア」は、そうした声に応える

手段のひとつです。　　　　奈良県医師会

在 宅 緩
かん

 和
わ

 ケ ア ①
― 日常と非日常 ―

広　報　　　　　　　　　　　　APRIL
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～樹と水と人の共生・川上村の情報～

か わ か み 満 足 ガ イ ド

http：//blog.livedoor.jp/kawakamimura/

川上村内の風景・行事・自然・歴史などいろんな情報を日替わりで発信しています。 
是非ご覧になって下さいね！

ＱＲコードを読み取って

携帯電話で	「かわかみブログ」	にアクセスしよう！

http：//blog.livedoor.jp/kawakamimura/

森と水の源流館
■水源地の森ツアー

と　き　平成25年４月20日（土）・21日（日）

　　　　９：30～16：30

定　員　30名

参加費　大人4,000円／小中高2,600円

　和歌山市で海へとつながる全

長136㎞の吉野川紀の川。川上

村に連なる山々がその源です。

今、この瞬間も私たちにかけが

えのない水を届けてくれる源流

の森はどんなところでしょう

か？森の入口にそっとおじゃま

し、その魅力にふれるガイドツ

アーです。

※対象は小学生以上。

※源流人会会員割引あり。

※集合解散は森と水の源流館。

■吉野川紀の川しらべ隊

　「吉野山のコケをしらべよう」 
と　き　平成25年５月６日（祝）13：00～16：30 

定　員　20名　小学生～

参加費　500円 

場　所　吉野町（吉野山）

※近鉄吉野駅集合・解散

　吉野山の七曲坂でゆっくりとコケをウォッチン

グ。

《森と水の源流館　℡ ０７４６―５２―０８８８》

山の学校　達っちゃんクラブ
★新緑の琵

び

琶
わ

の滝ハイキングin下多古

と　き　平成25年５月18日（土）10：00～15：00

定　員　30名

参加費　大人1,500円／小人500円

　眩しいくらい鮮やかな緑色がきれいな木々の中

をハイキング。落差50メートルの琵琶の滝を対岸

の見晴台より眺めます。小学４年生以上対象（片

道約50分）のコースです。

※締切は開催日の１か月前。

※近鉄大和上市駅まで送迎あり。

★こあじさいハイキング 
と　き　平成25年６月29日（土）10：00～15：00 

定　員　30名 

参加費　大人　　　 1,500円

　　　　小人・幼児　500円 

　山の中に静かに咲くこあじさい。群生している

秘密のスポットまでご案内します。	

　毎年予約殺到の人気のイベントです。	

※締切は開催日の１ヶ月前。	

※近鉄大和上市駅まで送迎あり。	

《もくもく館　℡ ０７４６－５３－２９２９》

ふるさと市開催日

【４月】13・14・20・21・27・28・29日

【５月】3・4・5・6・11・12・18・19・25・26日

《役場地域振興課　℡ ０７４６―５２―０１１１》

●匠の聚アートフェスティバル　 とき 平成25年５月３日（金・祝）～ ５月６日（月・祝）

　匠が教えるワークショップを満喫したり、匠のアトリエをのぞいたり。とっておきのゴールデンウィーク

は、のんびりとした空間で、アート体験イベントや作品鑑賞など、思い出に残る休日をお過ごしください。

　詳しくは、案内チラシか匠の聚ホームページ等でご確認ください。《匠の聚　℡ 0746―53―2381》

匠　　の　　聚

水源地の森
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「図書館とコラボ」

と　き　平成 25 年４月 24 日（水）15：00 から　　ところ　村立図書館

　「川上村子ども読書の日」にちなみ、おはなしの会「雫
しずく

」と「芽
めぶき

」によるおは

なし会を開催します。楽しいおはなしがいっぱい！

　皆さん、ご参加くださいね。

ブラックボックス　　　　　／篠田　節子　／朝日新聞出版

限界集落の真実―過疎の村は消えるのか？

　　　　　　　　　　　　　／山下　祐介　／ちくま新書

abさんご　　　　　　　　　／黒田　夏子　／文芸春秋

名作うしろ読み　　　　　　／斎藤美奈子　／中央公論社

◎新しく入った本

【問い合わせ先】村立図書館　℡ ５２－０１４４

『大人の流儀』　『続・大人の流儀』　『大人の流儀３ 別れる力』
伊集院 静 著 ／ 講談社

　こんなとき、大人ならどう考え、

どうふるまうのだろう。

　他人が困っているときに優しくで

きるか。大人になるとは、どういう

ことか。

　出会えば別れは必ずやってくる。

　それでも出会ったことが生きてき

た証しならば、別れることも生きた

証しなのだろう…日々の思いをつ

づったエッセイ集。
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

５

月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

４

月

図 書 館 カ レ ン ダ ー
●	色の日が休館日	●

4月 23日は「川上村子ども読書の日」

記念イベント「おはなし会」

　村立図書館では、皆さんの豊かな生活

を応援します！

　作品を図書館の本とともに飾ってみま

せんか？趣味で撮った写真やお子さまの

お絵かき、おりがみ
4 4 4 4

なんでもOKです。

個人、グループは問いません。

　記念すべき 1 回目は貝谷明日香さん

（高原）の写真を展示します。（４月中旬）
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森
に
来
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ス
タ
ッ

フ
で
倒
木
処
理
を
し
て
い
る
さ
な
か
、

淵
の
ほ
と
り
で
一
休
み
し
て
い
る
と
、

大
き
な
ア
マ
ゴ
が
近
く
ま
で
あ
い
さ
つ

に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
写
真
を

撮
ろ
う
と
し
た
ら
、
ゆ
っ
く
り

と
去
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
何

と
か
後
ろ
姿
だ
け
は
撮
影
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
水
源
地
の
森
で
も
、
ニ
ホ
ン

ジ
カ
の
食
害
の
影
響
で
、
下
層

植
生
（
下
草
）
が
少
な
く
な

り
、
影
響
が
心
配
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
昨
年
は
台
風
な
ど

の
影
響
で
こ
の
淵
も
土
砂
に
埋

ま
っ
て
し
ま
い
、
す
っ
か
り
ア

マ
ゴ
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、
元
の
流
れ
が

戻
る
と
少
し
ず
つ
帰
っ
て
く
る

ア
マ
ゴ
の
姿
を
見
る
と
、
自
然

の
た
く
ま
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

そ
し
て
、
森
や
川
が
人
間
だ
け

の
も
の
で
は
な
く
、
ア
マ
ゴ
も
含
め
て

皆
の
も
の
な
の
だ
と
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。

　
今
回
の
水
源
地
の
森
へ
の
ご
案
内
を

通
し
て
、
大
切
な
「
吉
野
川
源
流
―
水

源
地
の
森
」、
そ
し
て
吉
野
川
を
村
民

の
、
そ
し
て
流
域
の
み
な
さ
ん
で
大
切

に
思
い
、
行
動
を
起
こ
す
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ど

の
よ
う
に
大
切
に
し
て
い
く
か
も
皆
さ

ん
と
一
緒
に
考
え
ら
れ
れ
ば
よ
い
と
思

い
ま
す
。
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

森と水の源流館だより

残しておきたい川上村の山言葉　其の四十

「モトキリヨキ（元切りヨキ）」大
だい

経
けい

木
ぼく

の受け口を作るのに使う。枝が長い。

※川上村の方言の意味や使い方などについてのご意見をお待ちしております。

TEL 52-0888　FAX 52-0388（水曜休館）

April, 2013　vol.124

　
こ
の
冬
に
は
、
湿
っ
た
雪
が
降
る
こ

と
が
多
く
、
水
源
地
の
森
で
も
雪
の
重

み
で
多
く
の
倒
木
が
あ
る
こ
と
を
下
見

で
見
つ
け
ま
し
た
。
安
全
に
水
源
地
の

　
３
月
に
は
、
７
日
の
村
民
対
象
の
「
水
源
地
の
森

ツ
ア
ー
・
私
た
ち
川
上
村
の
森
を
知
る
」、
９
日
の

吉
野
川
紀
の
川
流
域
の
住
民
を
対
象
と
し
た
吉
野

川
・
紀
の
川
流
域
協
議
会
主
催
「
源
流
体
験
会
」
と

水
源
地
の
森
を
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。

３
月
の
水
源
地
の
森

上：あいさつに来てくれたアマゴの後ろ姿　
下：７日は村民向けのツアーを実施しました

倒木が行く手をふさぐ３月の水源地の森
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《
補
助
の
金
額
》

５
人
槽
　
７
９
６
、
０
０
０
円

７
人
槽
　
８
２
４
、
０
０
０
円

10
人
槽
　
８
８
４
、
０
０
０
円

※
既
存
の
浄
化
槽
を
撤
去
し
た
場
合

は
、
そ
れ
ぞ
れ
６
万
円
を
加
算
し
た

額
を
補
助
し
ま
す
。

《
補
助
の
対
象
》

　
対
象
は
、
村
内
に
浄
化
槽
を
設
置
す

る
方
で
す
。

　
た
だ
し
、
床
面
積
が
２
分
の
１
未
満

の
店
舗
等
併
用
住
宅
に
つ
い
て
は
、

50
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

《
設
置
費
用
の
詳
細
》

　
５
人
槽
の
場
合
の
設
置
費
用
の
目
安

と
し
て
、
90
万
円
～
１
０
０
万
円
程
度

が
必
要
で
す
。

※
宅
内
の
配
管
な
ど
、
付
帯
工
事
費
は

家
屋
の
構
造
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。

《
浄
化
槽
の
指
定
》

　
補
助
対
象
と
な
る
の
は
、
し
尿
及
び

生
活
雑
排
水
を
併
せ
て
処
理
す
る
合
併

処
理
浄
化
槽
で
す
。

　
ま
た
、
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
）
除
去
率
90
％
以
上
、
高
度

処
理
型
浄
化
槽
（
窒
素
又
は
リ
ン
除

去
型
）
の
う
ち
、
放
流
水
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ

15
㎎
／

以
下
の
機
能
を
有
す
る
も
の

と
し
て
い
ま
す
。

みんなで考えよう！川上村の環境
その34　～吉野川流域の水質を守るために出来ること！～

【問い合わせ先】役場生活環境課　℡ ５２－０１１１

　
生
活
排
水
に
よ
る
水
質
汚
濁
防
止
と
吉
野
川
流
域
の
水
質

向
上
を
目
的
に
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　
補
助
金
に
は
、
交
付
条
件
が
あ
り
ま
す
。
浄
化
槽
の
設
置

を
検
討
し
て
い
る
方
は
、
役
場
生
活
環
境
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
し
込
み
は
年
間
を
通
し
て
受
付
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
申
し
込
み
が
多
数
の
場
合
、
翌
年
度
に
設
置
し
て

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

浄化槽本体の写真

　『浄化槽の適正な維持管理とアンケート調査』に
ご協力ありがとうございました。

２月に奈良県から送付のありました

≪浄化槽の設置者には≫

　法律により、次の３項目が義務付けられています。	 ①保守点検　　②清掃　　③法定検査

※「法定検査の申し込み」や「浄化槽を使用しない場合」などには届出が必要です！

法定検査申込：奈良県環境保全協会　　　℡ ０７４５－２２－５１６１

廃止・変更届：景観・環境保全センター　℡ ０７４４－３４－３４１４

法定検査は、浄化槽の機能・水質を適正に保つためにも必ず受検しましょう。
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川
上
・
北
山
野
球
ク
ラ
ブ
が
始
動
！

　
こ
れ
か
ら
も
川
上
村
で
元
気
に
生
活
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
リ
ハ
ビ
リ
の
専
門

家
「
理
学
療
法
士
」
を
招
い
て
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

　
膝
や
腰
の
痛
み
も
正
し
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
こ
と
で
緩
和
で
き
ま
す
。

　
参
加
希
望
の
方
は
５
月
14
日
（
火
）
ま
で
に
役
場
住
民
福
祉
課
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◎
と
　
き
　
　
　
①
５
月
16
日
（
木
）

②
５
月
23
日
（
木
）
　

③
５
月
30
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で

④
６
月
13
日
（
木
）
※
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
１
時
30
分
ま
で
。

⑤
６
月
20
日
（
木
）

⑥
６
月
27
日
（
木
）

⑦
７
月
11
日
（
木
）

⑧
７
月
18
日
（
木
）

◎
と
こ
ろ
　
　
　
総
合
セ
ン
タ
ー 

２
階
研
修
室
（
宮
の
平
）

◎
持
参
す
る
物
　
筆
記
用
具
、
タ
オ
ル

◎
内
　
容

★
健
康
チ
ェ
ッ
ク

血
圧
測
定
、
脈
拍
測
定

酸
素
飽
和
濃
度
測
定

★
お
口
の
健
康
に
つ
い
て

歯
科
衛
生
士

★
１
人
ひ
と
り
の
状
態
に
応
じ
た
柔
軟
体
操
、
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
提
案
。
今
の
健
康
状
態
を
保
つ
方

法
や
今
よ
り
も
元
気
に
な
る
方
法
を
お
伝
え
し
ま
す

リ
ハ
ビ
リ
の
専
門
家	

（
理
学
療
法
士
）	

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】
役
場
住
民
福
祉
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

　
今
年
か
ら
、
川
上
ビ
ッ
グ
ボ
ー

イ
ズ
と
北
山
ス
ー
パ
ー
モ
ン
キ
ー

ズ
が
合
併
し
て
、「
川
上
・
北
山

野
球
ク
ラ
ブ
」
と
し
て
活
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
創
部
30
年
を
迎
え
た
川
上
ビ
ッ

グ
ボ
ー
イ
ズ
は
、
現
在
、
単
独

チ
ー
ム
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
し
か
し
、
来
年
度
以

降
は
子
ど
も
が
少
な
く
な
り
、
単

独
チ
ー
ム
と
し
て
の
活
動
が
困
難

に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
指
導
者
と
保
護
者

は
、
今
年
か
ら
チ
ー
ム
合
併
を
決

断
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
低
学
年

の
部
員
や
新
た
に
入
部
し
て
く
る

子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
考
え
て
の

こ
と
で
す
。

　
新
し
く
な
っ
た
「
川
上
・
北
山

野
球
ク
ラ
ブ
」
に
暖
か
い
声
援
を

お
願
い
し
ま
す
。
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リ
ウ
マ
チ
医
療
講
演
・
相
談
会

	 	 　
村
で
は
平
成
13
年
度
よ
り
１
農
家
１
回
に
限
り
、
有
害
鳥
獣
防
除
施
設
の
設
置

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
平
成
24
年
度
の
要

綱
改
正
に
よ
り
10
年
を
経
過
し
た
農
家
に
つ
い
て
も
、
新
た
に
補
助
金
の
申
請
が

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
新
た
に
防
除
施
設
の
設
置
を
考
え
て
い
る
方
は
、
補
助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

《
対

象

者
》
村
内
に
居
住
し
、
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
農
家
。

《
補
助
対
象
》
◆
網
・
ト
タ
ン
等
で
畑
を
囲
う
施
設

◆
電
気
柵
防
除
施
設

◆
鳥
獣
害
防
止
シ
ス
テ
ム
（
カ
ラ
ス
脅
し
）
な
ど

※
た
だ
し
、
運
搬
費
を
除
く
。

　《
補

助

額
》　資
材
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内
で
、
補
助
の
限
度
額
は
５
万
円
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
役
場
地
域
振
興
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

有
害
鳥
獣
防
除
施
設
補
助
金

	 	

　
誰
か
に
そ
っ
と
教
え
た
い
「
忘
れ
ら
れ
な
い
風
景
」
が
記
さ

れ
た
一
通
の
手
紙
。「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
　
こ
こ
ろ
の
旅
」
は
、

旅
人
で
あ
る
俳
優
・
火
野
正
平
さ
ん
が
、
そ
ん
な
手
紙
を
も
と

に
地
元
の
皆
さ
ん
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
自
転
車
で
旅
を
続
け
る

番
組
で
す
。

　
番
組
で
は
、
村
内
の
忘
れ
ら
れ
な
い
風
景
や
景
色
を
、
エ
ピ

ソ
ー
ド
と
共
に
紹
介
し
て
く
れ
る
手
紙
を
募
集
中
。
応
募
方
法

な
ど
詳
し
く
は
、
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
ttp

:/
/
w
w
w
.n
h
k
.o
r.jp

k
o
k
o
ro
ta
b
i

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

℡

０
５
７
０
・
０
６
６
・
０
６
６

Ｎ
Ｈ
Ｋ-

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断　

こ
こ
ろ
旅
」
お
便
り
募
集	

 

《
県
内
が
舞
台
と
な
る
番
組
放
送
予
定
》   

５
月
20
日
（
月
）
～
26
日
（
日
）

 

《
放
送
時
間
》 

月
～
金
曜
日 

午
前
７
時
45
分
～
８
時

 
 

 

土
・
日
曜
日 

午
前
11
時
～
11
時
59
分

　
日
本
赤
十
字
社
奈
良
県
支
部
か
ら
本

村
に
、
救
援
資
器
材
と
し
て
ク
イ
ッ
ク

テ
ン
ト
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
災
害
時
に
赤
十
字
の
役
割

を
よ
り
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
、
県

民
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
赤
十
字

社
資
を
も
と
に
、
テ
ン
ト
や
非
常
用
炊

き
出
し
炊
飯
器
な
ど
の
救
援
資
器
材
の

配
備
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

「
広
げ
よ
う

　
地
域
に
根
ざ
し
た
思
い
や
り
」

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

　
あ
な
た
の
街
の
良
き
相
談
相
手
」

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

《
活
動
強
化
週
間
》

　
　
　
５
月
12
日
～
18
日

日
本
赤
十
字
社
奈
良
県
支
部
か
ら

ク
イ
ッ
ク
テ
ン
ト
（
救
護
資
器
材
）

が
配
備
さ
れ
ま
し
た
！

と
　
き
　
平
成
25
年
５
月
19
日
（
日
）
　
と
こ
ろ
　
奈
良
県
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

参
加
費
　
無
料
　
※
申
し
込
み
不
要

《
講
演
》
◆
リ
ウ
マ
チ
と
は
？
病
気
の
基
本
と
進
歩
す
る
治
療

　
樋
上
　
謙
士	

先
生
（
ひ
が
み
病
院
内
科
）

◆
変
形
性
関
節
症（
リ
ウ
マ
チ
性
）に
対
す
る
人
工
関
節
置
換
術
に
よ
る
治
療

　
植
田
　
康
夫	
先
生
（
西
の
京
病
院
整
形
外
科
）

相
談
会
　
講
演
の
先
生
に
よ
る
療
養
相
談

【
問
い
合
わ
せ
先
】
公
益
社
団
法
人
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
奈
良
支
部
（
土
谷
方
）

℡

０
７
４
４
・
２
７
・
９
７
３
５
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新
緑
が
芽
生
え
、
暖
か
く
過
ご
し
や

す
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

　
４
月
は
進
学
や
就
職
、
配
置
転
換
な

ど
で
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
季
節
で
す
。

新
し
い
環
境
に
慣
れ
る
た
め
に
肉
体
的

に
も
精
神
的
に
も
疲
れ
る
も
の
で
す
ね
。

徐
々
に
環
境
に
馴
染
ん
で
く
る
一
方
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
過
ぎ
た
あ
た

り
か
ら
「
な
ん
だ
か
や
る
気
が
し
な
い
、

集
中
で
き
な
い
、
疲
れ
や
す
い
」
そ
ん

な
場
合
は
、
体
が
「
五
月
病
」
の
サ
イ

ン
を
出
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

心
と
体
が
発
す
る
サ
イ
ン
に
気
づ
こ
う

　
五
月
病
に
限
ら
ず
ス
ト
レ
ス
が
た

ま
っ
て
く
る
と
、
心
や
体
に
何
ら
か
の

変
調
や
症
状
が
現
れ
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
朝
起
き
る
の
が
つ
ら
い
、
頭
痛
、

気
分
の
落
ち
込
み
、
お
酒
や
タ
バ
コ
の

量
が
増
え
る
、
不
安
や
焦
り
を
感
じ
る

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

サ
イ
ン
に
気
づ
い
た
ら
…

　
ま
ず
は
ゆ
っ
く
り
と
休
息
を
と
り
、

心
と
体
を
休
め
ま
し
ょ
う
。
頑
張
る
こ

と
は
い
い
こ
と
で
す
が
、
適
度
な
休
息

も
必
要
で
す
。

　
ま
た
、「
愚
痴
を
こ
ぼ
す
」
こ
と
も

大
切
で
す
。
話
す
こ
と
で
悩
み
が
整
理

で
き
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
す
。

　
そ
し
て
体
が
発
す
る
サ
イ
ン
を
、「
頑

張
っ
た
証
拠
」
と
捉
え
、
自
分
ら
し
さ

を
取
り
戻
す
た
め
に
の
ん
び
り
と
好
き

な
こ
と
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

＊
多
く
の
場
合
自
然
に
回
復
し
ま
す

が
、
症
状
が
長
時
間
続
く
と
「
う
つ

病
」
に
移
行
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
長
時
間
気
分
が
優
れ
な
い
、
症

状
が
重
い
等
の
場
合
は
専
門
医
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

＊
周
囲
の
人
は
…

　
落
ち
込
ん
で
い
る
と
き
に
は
声
を
か

け
、
本
人
の
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
ょ

う
。
励
ま
す
と
逆
効
果
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
よ
い
聞
き
役

に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　
症
状
が
続
き
、本
人
が
受
診
で
き
な
い

場
合
は
、
本
人
の
代
わ
り
相
談
に
行
く
、

付
き
添
っ
て
受
診
す
る
等
し
ま
し
ょ
う
。

　
新
生
活
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
ス
ト

レ
ス
の
多
い
現
代
で
は
、
こ
の
季
節
に

落
ち
込
む
人
は
多
い
も
の
で
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
は
、「
長
い
人
生

の
中
の
サ
イ
ン
」
と
し
、
趣
味
や
目
標

を
持
ち
な
が
ら
、
前
向
き
に
生
活
で
き

る
よ
う
心
が
け
た
い
で
す
ね
。

　
五
月
晴
れ
の
青
空
の
も
と
、
深
呼
吸

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　３月25日に、文化庁は最古の人工林『歴史の証人』

（下多古村有林）を「ふるさと文化財の森」に設定さ

れました。

　国宝や重要文化財などの文化財建造物を修理し、後

世に伝えていくためには、木材や檜皮などの資材の確

保と、これに関する技能者を育成することが必要で

す。このため、文化庁では「ふるさと文化財の森」と

して、文化財建造物の修理に必要な資材のモデル供給

林及び研修林を設定したものです。

　今回６か所が新たに設定され、全国で計51か所。奈

良県内では初の設定となりました。

【問い合わせ先】役場地域振興課　℡ ５２－０１１１

歴史の証人（下多古村有林の概要）

　下多古村有林は江戸時代に植林され、村内はもちろ

ん、全国的にみても人工林としては最も古いものと思

われます。面積は3,735㎡あり、その中にスギ約395年生

（推定）が３本、約257年生（推定）が７本、ヒノキ257

年生が42本が存在しています。

　この山林は、約500年の歴史ある吉野林業の中心地・

川上村の文化財的遺産として、また村のシンボルとして

大切に保存していく目的で、平成７年に購入し、保全し

ています。
『川上村有スギ・ヒノキ林（下多古地区）』

と名称され設定されました

『歴史の証人』が県内初の『ふるさと文化財の森』に決定！

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す
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　やわらかな春の日ざしがう

れしい季節。

　でも空気が乾燥するうえ、

最近の気象変動から突風が吹

くことも多く、屋外で火を使

用する場合には細心の注意が

必要です。

小さな火種にご用心！

吉野広域行政組合消防本部　℡ ０７４６－３２－１０１１

◎たき火は、近くに水の入ったバケツを用意して消火するまで

そばを離れないようにしましょう。

◎タバコの投げ捨ては絶対しない。灰皿のあるところで吸いま

しょう。

◎外出時、紙くずやビニール袋をポイ捨てすると延焼拡大のも

とになります。ゴミはきちんと持ち帰りましょう。廃棄物

の処理及び清掃に関する法律の違反にもなります。

と
　
き
　
平
成
25
年
４
月
17
日（
水
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ
　
や
ま
ぶ
き
保
育
園（
宮
の
平
）

内
　
容
　
「
ふ
れ
あ
い
遊
び
・
戸
外
遊
び
」

【
問
い
合
わ
せ
先
】

や
ま
ぶ
き
保
育
園

℡	

５
２
・
０
０
１
９

役
場
住
民
福
祉
課

℡	
５
２
・
０
１
１
１

の

び

っ

子

広

場

３月に行われた人形劇

特
　
選
　
残
る
鴨
群
を
崩
さ
ず
雨
の
池
　
　
　
　
　
　
　
辻
井
　
清
子
（
大
　
滝
）

［
評
］
俳
句
は
写
生
を
大
切
に
し
た
い
。
群
を
崩
さ
ず
が
写
生
で
あ
る
。

　
　
　
そ
れ
は
残
り
鴨
の
団
結
を
し
て
い
る
姿
を
的
確
に
詠
え
て
い
る
。

　
　
　
そ
ぼ
降
る
雨
も
残
り
鴨
に
適
っ
て
い
る
。

特
　
選
　
町
の
子
に
雪
の
深
さ
を
告
げ
に
け
り
　
　
　
　
住
川
　
準
典
（
武
　
木
）

［
評
］
こ
の
句
は
淡
々
と
詠
っ
て
い
る
が
佳
い
句
で
あ
る
。
町
に
出
て
い

　
　
　
る
子
供
か
ら
か
か
っ
て
来
た
電
話
に
、
在
所
の
雪
の
深
さ
を
知
ら

　
　
　
せ
て
い
る
。
親
と
子
の
会
話
は
暖
か
い
。

特
　
選
　
隙
間
あ
る
田
の
薄う

す

氷ら
い

の
白
さ
か
な
　
　
　
　
　
前
田
　
景
子
（
大
　
滝
）

［
評
］
こ
の
句
は
田
に
張
っ
た
薄
氷
を
よ
く
見
て
い
る
点
が
良
い
。
白
く

　
　
　
波
紋
の
様
に
張
っ
た
氷
の
造
型
に
感
じ
入
っ
て
い
る
か
ら
こ
の
句

　
　
　
は
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
深
く
観
る
。

佳
作
　
雪
掻
き
の
道
具
を
仕
舞
ふ
雨
水
か
な
　
　
　
　
　
阪
本
　
蓉
子
（
東
　
川
）

一
人
居
て
木
枯
し
に
耳
そ
ば
だ
て
る
　
　
　
　
　
竹
田
サ
ダ
子
（
大
　
滝
）

種
薯
を
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
買
ひ
に
け
り
　
　
　
　
　
新
子
谷
生
子
（
北
和
田
）

入
選
　
厚
切
の
大
根
干
せ
る
莚
欲
し
　
　
　
　
　
　
　
　
古
瀨
　
和
子
（
大
　
滝
）

変
り
行
く
車
窓
の
眺
め
冬
萌
ゆ
る
　
　
　
　
　
　
枡
　
　
恭
子
（
東
　
川
）

振
り
返
る
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
や
春
の
風
　
　
　
　
　
上
田
　
一
郎
（
伯
母
谷
）
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２月28日現在

人口総数 1,686 人（－13 人 ）

　 男　 　 796 人（－７ 人 ）

　 女　 　 890 人（－６ 人 ）

世 帯 数　 877世帯（－６世帯）

２月中の異動

転　入 ０人　　　転　出 11人

出　生 ０人　　　死　亡 ２人
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広
報
３
月
号
16
ペ
ー
ジ
の
「
お
く

や
み
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
太
田
八

子
さ
ん
の
正
し

い
お
年
は
88
歳
で
し
た
。
訂
正
す
る

と
と
も
に
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

広
報
編
集
委
員
会

訂
正
と
お
詫
び

社
会
福
祉
協
議
会
へ
次
の
方
か
ら

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た（
敬
称
略
）

20
万
円
　
弓
場
　
盛
正
（
中
　
奥
）

亡
母
の
供
養
と
し
て

阪
口
　
三
郎
　
　（
大
　
滝
）

３
月
27
日
　
85
歳

お

く

や

み
（
敬
称
略
）

３月31日現在

人口総数 1,672 人（－14 人 ）

　 男　 　 790 人（－６ 人 ）

　 女　 　 882 人（－８ 人 ）

世 帯 数　 871世帯（－６世帯）

３月中の異動

転　入 ２人　　　転　出 15人

出　生 ０人　　　死　亡 １人


